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統 計 の 概 要 

１ 統計の目的 

（１）目  的 

 本統計は、医療保険制度における医療の給付の受給者に係る診療行為の内容、傷病の状況、調

剤行為の内容及び薬剤の使用状況等を明らかにし、医療保険行政に必要な基礎資料を得ることを

目的としている。 

（２）沿  革 

 本統計は、旧統計法における指定統計第 79号として昭和 30年から実施された「社会医療調査」

が前身である。昭和 49 年には、診療行為を主体とした「社会医療診療行為別調査」に改称し、

昭和 53 年以降、調査事項、対象となる診療区分及び医療保険制度を順次拡大しながら調査を継

続してきた。 

 平成 23 年以降は、調査により収集した診療報酬明細書及び調剤報酬明細書に加えて「高齢者

の医療の確保に関する法律」に基づく行政記録情報である「レセプト情報・特定健診等情報デー

タベース（以下「ＮＤＢ」という。）」に蓄積された情報の提供を受けて集計を行い、レセプト電

算化率の進捗に合わせて順次ＮＤＢを用いた集計対象を拡大してきた。 

 平成 27 年から全ての集計対象がＮＤＢに蓄積された診療報酬明細書及び調剤報酬明細書とな

ったことに伴い、統計法における一般統計調査「社会医療診療行為別調査」による診療報酬明細

書及び調剤報酬明細書の収集を行わず、行政記録情報を用いた公的統計である「社会医療診療行

為別統計」として作成することとした。 

 

≪これまでの経緯≫ 

昭和30年 「社会医療調査（指定統計第 79号）」として、政府管掌健康保険を対象に「傷

病別調査」及び「診療行為別調査」を実施。 

昭和49年 診療行為を主体とした「社会医療診療行為別調査」に改称。 

昭和53年 医療費の急増による分析の必要から、傷病も加えた調査とする。 

昭和58年 老人保健法の施行に伴い「老人医療」を区分。 

昭和61年 調査対象に国民健康保険を加えた。 

平成６年 診療行為における薬剤の使用状況を把握。 

平成11年 調査対象に組合管掌健康保険を加えた。 

平成13年 院外処方の進展に伴い、保険薬局を調査の対象に加えた。 

平成15年 診断群分類による包括評価制度が導入された。 

平成20年 「高齢者の医療の確保に関する法律」の施行に伴い、「老人医療」に替えて「後

期医療」を区分した。（平成 20 年では、「長寿医療」と表章した。） 
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平成23年 調査対象に船員保険、国家公務員共済組合、地方公務員等共済組合、私立学校

教職員共済を加えた。 

ＮＤＢを用いた集計を開始。医科（病院）及び薬局調剤分はＮＤＢに蓄積され

た全ての診療報酬明細書及び調剤報酬明細書を対象とした集計、医科（診療所）

及び歯科分は調査票（紙レセプト）とＮＤＢを併用した抽出集計を行う。 

平成25年 医科（診療所）分でＮＤＢに蓄積されたもの全てを対象とした集計を開始。 

平成26年 歯科（病院）分でＮＤＢに蓄積されたもの全てを対象とした集計を開始。 

平成27年 歯科（診療所）分でＮＤＢに蓄積されたもの全てを対象とした集計を開始。 

全ての集計対象がＮＤＢに蓄積されたものによる全数集計となったことに伴

い、統計法における一般統計調査「社会医療診療行為別調査」から行政記録情

報を用いた公的統計「社会医療診療行為別統計」に名称を変更。 

 

２ 集計対象 

 全国の保険医療機関及び保険薬局から社会保険診療報酬支払基金支部及び国民健康保険団体

連合会に提出され、平成 29 年６月審査分として審査決定された医療保険制度の診療報酬明細書

及び調剤報酬明細書のうち、ＮＤＢに蓄積されているもの全てを集計対象とした。 

 

３ 集計客体数 

（１）診療報酬明細書及び調剤報酬明細書の集計客体数は、次のとおりである。 

ア 医科診療 

（単位：件） 

 総   数 一 般 医 療 後 期 医 療 

 総        数

  入       院

  入   院   外

85 576 460 

2 265 933 

83 310 527 

62 390 931 

1 142 090 

61 248 841 

23 185 529 

1 123 843 

22 061 686 

 

イ 歯科診療 

（単位：件） 

 総   数 一 般 医 療 後 期 医 療 

 総        数 17 698 594 14 554 911 3 143 683 

 

ウ 薬局調剤 

（単位：件） 

 総   数 一 般 医 療 後 期 医 療 

 総        数 53 666 174 38 529 053 15 137 121 
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（２）診療報酬明細書及び調剤報酬明細書がＮＤＢに蓄積されていた保険医療機関及び保険薬局の数

は、次のとおりである。 

ア 医科診療 

（単位：施設） 

 総  数 
総   数 

医 科 病 院 
精 神 科 病 院 
特 定 機 能 病 院 
ＤＰＣ／ＰＤＰＳ対象病院 
療 養 病 床 を 有 す る 病 院 
一 般 病 院 

医 科 診 療 所 
有 床 診 療 所 
無 床 診 療 所 

88 349 

8 385 
1 058 

85 
1 577 
3 502 
2 163 

79 357 
6 741 
72 616 

注：「総数」には、データ上で「医科病院」「医科診療所」別を取得できなかったものを含む。 

 

イ 歯科診療 

（単位：施設） 

 総  数 
総   数 

病院併設歯科・歯科単科病院 
歯  科  診  療  所 

60 851 
1 592 
58 831 

注：「総数」には、データ上で「病院併設歯科・歯科単科病院」「歯科診療所」別を 

取得できなかったものを含む。 

 

ウ 薬局調剤 

（単位：施設） 

 総  数 

保   険   薬   局 55 516 

 

４ 集計事項 

診療報酬明細書 ････ 年齢、傷病、診療実日数、診療行為別点数・回数及び薬剤の使用状況等 

調剤報酬明細書 ････ 年齢、処方せん受付回数、調剤行為別点数・回数及び薬剤の使用状況等 

 

  


